
会
報
一
一
八
号
で
県
内
外
に
案
内
し
た

大
分
県
現
代
俳
句
協
会
創
立
30
周
年
記
念

行
事
は
、
予
定
通
り
3
月
1
日
（
日
）
、

大
分
市
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
記
念
行
事
は
、
第
30
回
大
分

県
現
代
俳
句
協
会
総
会
、
30
周

年
記
念
大
分
県
現
代
俳
句
大
会
、

30
周
年
祝
賀
会
の
三
部
門
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
り
し
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
（COVID-19

）
の
感
染
の

広
が
り
が
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
に

な
り
始
め
た
と
き
で
、
出
席
予

定
者
の
中
か
ら
も
キ
ャ
ン
セ
ル

が
出
て
い
ま
し
た
。
事
務
局
は

情
勢
を
分
析
し
、
有
村
王
志
会

長
と
密
接
に
連
絡
を
取
り
合
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、

①
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
大
分
県

に
感
染
者
が
出
て
い
な
い
。

②
考
え
ら
れ
る
限
り
の
予
防
の

措
置
が
講
じ
ら
れ
る
。
（
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
液
、
密
接
を
避
け

る
、
温
度
・
湿
度
を
上
げ
る
等
）

③
二
年
に
一
度
の
役
員
改
選
な

ど
の
重
要
案
件
が
山
済
み
で
、
開
催
す
る

と
し
た
ら
今
し
か
チ
ャ
ン
ス
が
な
い
。

な
ど
の
結
論
に
至
り
、
最
終
的
に
有
村

会
長
の
判
断
で
開
催
が
決
定
し
ま
し
た
。

午
前
中
の
総
会
で
は
、
令
和
2
年
度
の

運
動
方
針
、
家
族
会
員
規
定
新
設
、
役
員

改
選
人
事
等
が
議
論
さ
れ
、
原
案
通
り
可

決
し
ま
し
た
。
（
2
～
3
面
）
ま
た
、
年

間
一
句
賞
の
表
彰
の
あ
と
（
3
～
4
面
）
、

第
22
回
大
分
県
現
代
俳
句
賞
の
顕
彰
が
行

わ
れ
、
菅
攝
子
氏
、
田
口
辰

郎
氏
の
二
名
受
賞
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
（
5
面
）

午
後
か
ら
の
記
念
大
会
で

は
、
協
会
創
立
以
来
30
年
に

あ
た
り
特
に
業
績
の
あ
っ
た

河
野
輝
暉
元
会
長
（
現
顧
問
）

に
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
り

ま
し
た
。
（
14
面
）

つ
づ
い
て
東
京
か
ら
駆
け

つ
け
た
中
村
和
弘
現
代
俳
句

協
会
会
長
が
「
新
興
俳
句
の

い
ま
」
と
題
し
た
講
演
を
行

い
ま
し
た
。
（
11
面
）

そ
の
あ
と
大
会
は
事
前
投

句
の
中
か
ら
成
績
優
秀
者
を

顕
彰
す
る
表
彰
式
に
移
り
、

大
会
大
賞
の
河
野
輝
暉
氏
、

ジ
ュ
ニ
ア
大
賞
の
高
悠
介
さ

ん
ほ
か
、
全
部
で
69
名
を
表

彰
し
ま
し
た
。
（
12
～
14
面
）

会
場
を
移
し
て
開
か
れ
た
祝
賀
会
を
含

め
、
の
べ
68
人
の
協
会
員
と
応
援
者
が
参

加
し
、
創
立
30
周
年
に
ふ
さ
わ
し
い
決
意

の
み
な
ぎ
る
記
念
行
事
と
な
り
ま
し
た
。
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大
分
県
現
代
俳
句
協
会
は
、
俳
句
を
楽

し
み
た
い
、
俳
句
が
う
ま
く
な
り
た
い
と

い
う
人
を
結
集
す
る
組
織
で
す
が
、
単
に

自
分
だ
け
が
楽
し
め
ば
い
い
、
上
達
す
れ

ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
俳
句
が
好

き
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
人
生
の
ど
こ

か
で
俳
句
に
接
し
た
機
会
が
あ
っ
た
は
ず

で
す
。
俳
句
文
化
が
継
承
さ
れ
て
い
な
け

れ
ば
、
私
た
ち
は
俳
句
を
知
ら
な
い
ま
ま

で
し
た
。

今
、
そ
の
俳
句
文
化
が
存
亡
の
危
機
に

直
面
し
て
い
ま
す
。
表
面
的
な
「
俳
句
ブ
ー

ム
」
の
影
で
、
県
協
会
の
会
員
数
は
最
盛

期
（
約
10
年
前
、
河
野
輝
暉
会
長
当
時
）

か
ら
半
分
を
大
き
く
切
る
と
こ
ろ
ま
で
減

少
し
ま
し
た
。
今
で
は
宅
配
便
業
者
の

「
メ
ー
ル
便
取
り
扱
い
要
件
」
に
あ
る
最

低
宅
配
部
数
（
年
間
約
千
二
百
部
以
上
）

も
満
た
せ
ず
、
割
高
な
定
形
外
郵
便
の
使

用
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
、
第
28
回
総
会
で
選
出
さ
れ

た
有
村
王
志
会
長
以
下
の
現
執
行
部
は
、

こ
の
現
状
を
打
開
す
る
た
め
に
、
協
会
運

営
の
舵
を
大
き
く
切
り
替
え
て
き
ま
し
た
。

会
員
の
み
な
さ
ん
に
、
こ
れ
ま
で
何
度
と

な
く
訴
え
て
き
た
、

・
協
会
を
大
き
く
し
よ
う
！

・
協
会
の
影
響
力
を
高
め
よ
う
！

…
…

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
こ
こ
か
ら

生
ま
れ
ま
し
た
。

協
会
を
大
き
く
す
る
に
は
会
員
獲
得
を

目
的
意
識
的
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
も
そ
も
協
会
に
魅
力
が
な
け
れ
ば
、
誰

も
入
会
し
ま
せ
ん
。
他
人
を
勧
誘
す
る
た

め
に
は
、
自
分
に
と
っ
て
も
楽
し
い
協
会

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
楽
し
い
協
会

を
作
る
た
め
に
は
新
し
い
協
会
運
営
を
す

る
必
要
が
あ
り
、
活
動
の
場
、
活
躍
の
場

を
外
に
向
か
っ
て
開
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
二
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
幾

重
に
も
リ
ン
ク
し
て
い
る
県
協
会
の
車
輪

で
す
。
現
執
行
部
の
こ
れ
ま
で
の
二
年
間

は
、
協
会
再
生
、
県
俳
句
文
化
再
生
の
、

い
わ
ば
種
ま
き
の
期
間
で
し
た
。
こ
の
種

ま
き
の
期
間
も
、
会
報
誌
面
の
改
革
（
会

員
の
た
め
の
会
報
に
徹
す
る
）
、
句
会
報

の
新
設
、
「
大
分
県
現
代
俳
句
協
会
賞
」

の
7
年
ぶ
り
の
復
活
、
吟
行
大
会
の
4
年

ぶ
り
の
復
活
、
幹
事
会
の
定
例
化…

…

な

ど
、
多
く
の
こ
と
を
達
成
し
て
き
ま
し
た
。

会
員
数
も
新
執
行
部
発
足
時
か
ら
プ
ラ
ス

に
転
じ
は
じ
め
、
こ
の
2
年
間
で
3
割
以

上
の
会
員
を
協
会
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き

2

第
30
回
大
分
県
現
代
俳
句
協
会
総
会



ま
し
た
。
会
員
の
方
の
英
雄
的
な
奮
闘
に
、

深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

第
30
回
総
会
は
、
こ
の
よ
う
な
情
勢
の

中
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
、
大
会
、

祝
賀
会
を
一
日
で
終
わ
ら
せ
る
た
め
、
約

二
時
間
と
い
う
き
び
し
い
時
間
的
制
約
が

あ
り
ま
し
た
が
、
総
会
で
議
長
に
選
ば
れ

た
田
代
直
之
幹
事
が
、
ス
ム
ー
ズ
な
議
事

運
営
で
こ
れ
を
達
成
し
ま
し
た
。

事
業
報
告
、
会
計
報
告
、
活
動
方
針
が

事
務
局
か
ら
提
案
さ
れ
、
討
議
の
結
果
原

案
通
り
に
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
（
吟
行
俳

句
大
会
を
日
田
で
6
月
～
7
月
に
開
催
す

る
計
画
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
が
あ
り
、
予
定

通
り
の
実
行
を
断
念
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ

か
に
も
、
公
共
施
設
、
市
内
公
民
館
の
閉

鎖
な
ど
で
、
幹
事
会
が
開
会
で
き
な
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
）

役
員
改
選
で
は
、
現
役
員
全
員
の
留
年

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

会

長

有
村

王
志

副
会
長

あ
べ
ま
さ
る

同

上
田
た
か
し

同

瀬
川

剛
一

幹
事
長
兼
事
務
局
長

足
立

攝

幹

事

白
水

風
子

同

井
元

扇
岳

同

田
中

充

同

田
代

直
之

同

菅

登
喜
子

会
計
監
事

菅

勲

同

久
枝

花
城

顧

問

成
清

正
之

同

河
野

輝
暉

同

万
葉

太
郎

同

谷
川

彰
啓

第
30
回
記
念
総
会
で
は
令
和
元
年
度
の

年
間
一
句
賞
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

年
間
一
句
賞
は
、
二
回
の
雑
詠
句
会
作
品

各
3
句
、
一
回
の
自
薦
句
4
句
の
計
10
句

を
対
象
に
、
特
別
選
者
が
発
表
さ
れ
た
全

句
の
中
か
ら
推
薦
句
を
一
句
ず
つ
決
定
し

第
30
回
記
念
総
会
で
は
、
家
族
会
員
、

学
生
会
員
等
の
入
会
規
定
、
会
費
規
定
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。
会
員
拡
大
、
若
返
り

な
ど
会
の
活
力
を
生
み
出
す
た
め
、
長
期

的
展
望
に
立
っ
た
措
置
で
す
。

・
学
生
会
員
（
小
、
中
、
高
、
大
学
、
専

門
学
校
な
ど
収
入
の
な
い
会
員
）
は
会
費

を
免
除
す
る

・
家
族
会
員
（
夫
婦
、
親
子
な
ど
同
一
所

帯
に
複
数
の
会
員
が
い
る
場
合
）
は
、
二

人
目
か
ら
は
会
費
を
半
額
に
す
る

・
会
員
が
災
害
や
病
気
、
事
故
、
そ
の
他

の
事
情
で
生
活
困
窮
に
陥
っ
た
場
合
、
会

長
が
必
要
と
認
め
た
と
き
に
は
会
費
を
減

額
ま
た
は
免
除
さ
れ
る

・
こ
の
規
定
は
総
会
で
承
認
さ
れ
、
効
力

を
発
揮
し
た
と
き
か
ら
実
施
さ
れ
る
。

（
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
は
適
用
さ
れ
な

い
）

次
の
総
会
で
表
彰
す
る
も
の
で
す
。
平
成

21
年
度
ま
で
実
施
し
た
県
協
会
の
「
年
間

賞
」
を
、
現
代
俳
句
の
多
様
性
が
生
か
さ

れ
る
よ
う
、
現
在
の
形
に
改
め
ま
し
た
。

今
回
の
選
者
は
、
前
回
総
会
で
決
定
し

た
有
村
王
志
会
長
、
成
清
正
之
顧
問
、
河

野
輝
暉
顧
問
、
万
葉
太
郎
顧
問
、
谷
川
彰

啓
顧
問
の
5
人
の
予
定
で
し
た
が
、
万
葉

太
郎
顧
問
が
辞
退
さ
れ
ま
し
た
。

【
年
間
一
句
賞

有
村

王
志

推
薦
】

恙
な
く
老
い
て
歩
け
ぬ
捨
て
案
山
子

あ
べ
ま
さ
る

高
齢
化
は
い
よ
い
よ
進
み
、
俳
句
の
世

界
で
も
そ
れ
に
対
応
す
る
作
品
が
多
く
生

ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
加
齢
、
余
生
、

余
命
、
晩
年
、
晩
節
な
ど
と
い
っ
た
措
辞

で
あ
る
。
掲
句
は
ま
さ
に
、
そ
の
渦
中
に

あ
っ
て
、
老
境
の
己
の
姿
と
対
峙
し
て
具

現
し
た
も
の
で
、
し
み
じ
み
と
し
た
哀
歓

が
伝
わ
っ
て
く
る
。
下
五
の
捨
て
案
山
子

と
の
配
合
が
生
き
て
い
る
。

【
年
間
一
句
賞

成
清

正
之

推
薦
】

生
者
み
な
風
の
出
口
を
向
い
て
秋

田
口

辰
郎

俳
句
の
作
り
方
味
わ
い
方
は
い
ろ
い
ろ

あ
る
が
、
私
は
大
別
し
て
二
通
り
を
想
定

し
て
い
る
。

一
つ
は
、
既
成
概
念
か
ら
離
れ
た
新
し

い
感
覚
の
自
由
な
発
想
の
今
日
的
手
法
。

も
う
一
つ
は
既
存
の
規
範
に
準
じ
た
実
感

描
写
の
季
語
定
型
遵
守
の
手
法
。

こ
の
二
つ
を
素
材
に
応
じ
て
使
い
分
け

し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
掲
句
は
そ
の

二
つ
の
手
法
を
う
ま
く
癒
合
さ
せ
た
作
品

と
し
て
推
挙
し
た
。

台
風
に
よ
る
風
水
害
で
、
家
も
畑
も
流

失
し
呆
然
と
立
ち
尽
く
し
て
い
る
被
災
者

の
一
群
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品

3

家
族
会
員
、
学
生
会
員
等
の
入
会
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を
新
設

第
30

回
記
念
総
会

令
和
元
年
度
〈
年
間
一
句
賞
〉
表
彰



の
訴
求
力
は
下
五
の
「
秋
」
一
字
に
あ
る
。

こ
の
季
語
の
限
り
の
な
い
暗
示
的
な
働
き

が
俳
句
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

【
年
間
一
句
賞

河
野

輝
暉

推
薦
】

田
を
植
え
て
直
会
の
膳
村
生
き
る

福
井
ト
ミ
子

村
上
鬼
城
の
代
表
句
「
生
き
か
は
り
死

に
か
は
り
し
て
打
つ
田
か
な
」
を
想
起
さ

せ
、
日
本
民
族
古
来
か
ら
の
い
の
ち
き
を

両
句
共
描
い
て
鮮
明
。
「
過
疎
の
村
」
と

縛
ら
れ
ず
、
前
向
な
「
ま
く
り
」
の
現
実

も
あ
る
事
を
指
摘
。
「
さ
な
ぼ
り
」
「
な

お
ら
い
」
等
、
豊
作
祈
願
を
神
に
念
じ
、

近
隣
と
の
会
食
の
楽
し
さ
、
睦
ま
じ
さ
が

素
朴
に
映
像
化
さ
れ
、
秀
句
。

【
年
間
一
句
賞

谷
川

彰
啓

推
薦
】

行
く
あ
て
の
な
き
汚
染
水
鵙
猛
る

田
中

充

東
日
本
大
震
災
で
炉
心
溶
融
を
起
こ
し

た
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
汚
染
水
の

処
理
。
一
日
何
万
ト
ン
と
出
て
く
る
汚
染

水
を
ド
ラ
ム
缶
で
保
管
し
て
い
る
が
、
そ

の
保
管
が
困
難
に
な
っ
て
来
て
い
る
と
新

聞
で
報
道
さ
れ
た
。
汚
染
の
濃
度
に
よ
る

海
へ
の
投
棄
の
判
断
は
難
し
い
。
そ
の
ジ

レ
ン
マ
を
「
鵙
猛
る
」
と
厳
し
い
現
実
を

つ
き
つ
け
た
鋭
い
作
品
。

4

志
村
逝
く
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
ナ
木
の
芽
ど
き

こ
の
琲
句
は
、
友
人
が
感
想
を
求
め

た
一
句
で
あ
る
。
私
は
一
読
し
て
不
謹

慎
に
も
吹
き
出
し
そ
う
に
な
っ
た
。
人

の
死
を
茶
化
す
事
は
、
も
と
よ
り
顰
蹙

を
買
う
だ
ろ
う
。
笑
い
事
で
な
い
こ
と

ぐ
ら
い
は
分
か
っ
て
い
る
。
仏
教
の
四

苦
の
悲
哀
が
深
く
隠
さ
れ
て
い
る
と
の

直
感
あ
っ
て

の
こ
と
だ
。

特
に
高
齢
者

は
、
永
年
の

病
苦
で
な
く
、

安
楽
に
死
に

た
い
と
の
悲
願
が
あ
る
。
そ
れ
を
わ
ざ

と
可
笑
し
く
「
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
」
願

望
と
し
て
流
行
語
に
な
っ
た
。
掲
句
の

中
七
は
一
音
違
い
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
が
絶

妙
だ
。
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
の
泰
山
北
斗
の

急
逝
は
永
わ
ず
ら
い
に
苦
し
む
者
か
ら

し
て
羨
ま
し
く
さ
え
思
う
か
も
知
れ
な

い
。
こ
れ
は
決
し
て
哀
悼
に
反
す
る
も

の
で
は
な
い
。
あ
る
エ
ン
タ
メ
ラ
イ
タ
ー

は
「
笑
い
は
免
疫
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
。

逆
に
メ
ン
タ
ル
を
弱
ら
せ
て
ウ
イ
ル
ス

を
蔓
延
さ
せ
た
ら
天
国
の
志
村
さ
ん
に

申
し
訳
な
い
」
と
書
い
た
。
掲
句
は
、

死
ぬ
迄
、
否
、
死
ん
で
ま
で
大
衆
を
笑

わ
せ
続
け
た
芸
風
は
冥
利
に
尽
き
る
と

の
賛
辞
と
言
え
な
く
も
な
い
。
こ
の
句

を
不
敬
と
捕
え
る
の
は
表
面
的
な
常
識

か
も
知
れ
な
い
。
こ
こ
を
「
常
識
は
基

本
線
で
、
そ
こ
を
ひ
っ
く
り
返
す
こ
と

で
コ
ン
ト
と
し
て
笑
え
る
訳
よ
」
と
喝

破
し
た
の
は
外
な
ら
ぬ
志
村
氏
で
あ
る
。

紅
葉
散
る
煩
悩
去
っ
て
認
知
症

誰
の
句
か
忘
れ
た
が
、
当
地
の
老
人

ク
ラ
ブ
で
誕
生
該
当
月
の
者
が
祝
福
さ

れ
て
挨
拶
さ
せ
ら
れ
た
際
、
私
が
引
用

し
た
琲
句
で
あ
る
。
す
る
と
聴
衆
の
一

部
に
笑
い
が
洩
れ
て
意
外
の
反
応
が
嬉

し
か
っ
た
。
少
な
く
と
も
先
ず
川
柳
風

に
分
か
っ
て
く
れ
た
の
だ
ろ
う
。
一
難

去
っ
て
ま
た
一
難
と
、
自
嘲
の
笑
い
と

も
取
れ
る
。
一
方
、
見
方
を
変
え
れ
ば

三
界
六
道
の
煩
悩
に
身
を
焦
が
さ
れ
る

こ
と
は
老
境
に
な
る
と
一
層
心
身
は

耐
え
難
い
。
そ
れ
を
さ
っ
ぱ
り
と

忘
れ
さ
せ
、
解
放
し
て
く
れ
る
認

知
症
は
、
有
難
き
神
の
摂
理
で
は

な
い
か
。
す
る
と
煩
悩
と
安
楽
と
い

う
異
質
の
取
り
合
わ
せ
と
な
り
奥
の
深

味
が
表
出
す
る
。
奥
深
さ
に
は
常
に
鑑

賞
の
混
迷
が
付
き
ま
と
う
。
今
回
、
大

分
県
現
代
俳
句
協
会
三
十
周
年
記
念
行

事
で
全
国
の
会
長
中
村
和
弘
氏
の
選
評

を
頂
い
た
。
そ
の
中
に
「am

biguity

（
詩
的
混
沌
）
の
無
い
句
は
つ
ま
ら
な

い
と
思
う
」
と
あ
っ
た
。
こ
の
見
方
は

琲
句
に
も
川
柳
に
も
、
詩
に
も
小
説
に

ま
で
共
通
し
て
魅
力
を
発
揮
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
「
川
柳
と
俳
句
は
一

卵
性
双
生
児
」
と
斎
藤
大
雄
氏
は
言
う
。

引
用
の
俳
句
も
川
柳
の
三
要
素
「
可
笑

み
」
「
穿
ち
」
を
包
含
し
て
い
る
。
川

柳
に
も
社
会
性
の
強
い
作
品
が
注
目
さ

れ
る
。

手
と
足
を
も
い
だ
丸
太
に
し
て
か
え
し

作
者
は
鶴
彬
の
代
表
句
。
氏
は
治
安

維
持
法
違
反
に
よ
り
獄
中
死
。
俳
句
で

の
京
大
事
件
を
想
起
さ
れ
る
。
俳
句
以

前
に
川
柳
を
し
て
い
た
人
の
方
に
諧
謔

と
人
の
機
微
が
あ
る
。
「
川
柳
と
俳
句

は
一
卵
性
双
生
児
」
と
斎
藤

大
雄
氏
は
言
う
。
今
回

の
国
民
的
芸
人
の
逝

去
は
、
俳
句

の
一
句
を
巡
っ
て
、

様
々
な
人
間
模
様

を
展
開
し
て
く
れ
た
。

（
県
協
会
協
顧
問
）



順
　
　
位

応
募
番
号

タ
イ
ト
ル

作
　
　
者

有
村
王
志

成
清
正
之

河
野
輝
暉

谷
川
彰
啓

あ

べ

ま

さ

る

上

田

た

か

し

白
水
風
子

伊
藤
利
恵

合

計

点

賞

1 1 厠の神 菅　　攝子 4 1 5 2 5 4 5 5 31 協会賞

2 2 残照の舟 田口　辰郎 4 4 3 5 4 4 4 1 29 協会賞

3 4 風邪ごこち 足立　町子 4 4 3 3 4 1 4 23 奨励賞

4 3 風の色 松廣　李子 1 4 2 2 2 3 2 16 奨励賞

5 風 御手洗豊海 2 4 4 2 12

6 螺旋階段 えんど久子 2 1 1 1 1 3 9

15 15 15 15 15 15 15 15 120

選　　　　　考　　　　　委　　　　　員

合　　　　　　　　　計　　　　　　　　　点

厠
の
神

菅

攝
子

花
殻
を
摘
め
ば
男
の
月
涼
し

神
棚
に
立
秋
の
水
お
ど
り
け
り

生
姜
湯
や
臍
に
明
か
り
の
日
本
人

塗
り
た
て
の
空
連
れ
曼
珠
沙
華
を
歩
く

雲
を
洩
れ
仏
を
愛
す
神
楽
笛

麦
踏
め
ば
雲
甘
く
な
る
少
年
期

絹
鳴
り
の
天
地
に
若
し
阿
波
踊
り

花
葱
や
は
ち
き
れ
そ
う
な
母
の
恩

亀
鳴
く
や
く
る
ぶ
し
乾
き
ゆ
く
墓
前

今
年
米
神
の
音
し
て
袋
立
つ

抜
歯
し
て
魂
の
な
き
秋
簾

か
な
ぶ
ん
の
夜
は
美
し
き
家
族
か
な

竹
炭
の
神
来
て
刻
を
見
て
い
た
り

産
土
は
風
ま
で
ほ
と
け
春
の
蝶

白
魚
の
散
っ
て
遥
か
や
父
の
文
字

河
原
鶸
と
ろ
り
と
鳴
か
せ
農
暦

柿
熟
れ
て
日
輪
み
が
く
平
和
主
義

忘
れ
音
の
語
れ
ば
生
ま
る
産
山
河

学
問
の
眉
こ
そ
ば
ゆ
き
雲
の
峰

花
石
蕗
や
厠
に
神
の
あ
り
ど
こ
ろ

残
照
の
舟

田
口

辰
郎

ラ
ン
ド
セ
ル
に
平
和
を
詰
め
て
入
学
す

春
菊
の
春
の
と
こ
ろ
を
摘
み
に
ゆ
く

目
貼
剥
ぐ
老
い
の
孤
独
を
剥
ぐ
よ
う
に

耕
や
し
て
村
の
扉
を
開
け
て
お
く

春
の
雲
手
を
差
し
の
べ
て
く
れ
な
い
か

朧
夜
の
夜
行
列
車
で
く
る
昭
和

も
の
の
芽
の
悲
し
い
と
こ
ろ
を
切
っ
て
や
る

晩
年
を
陽
炎
ば
か
り
が
つ
い
て
来
る

こ
れ
以
上
漕
い
だ
ら
春
を
飛
び
越
え
る

初
蝶
が
来
る
か
ら
空
を
あ
け
て
お
く

ふ
り
む
け
ば
枯
野
と
な
っ
て
い
る
地
球

黄
昏
の
こ
こ
ろ
に
少
し
オ
ー
デ
コ
ロ
ン

八
月
を
祈
る
両
手
が
剥
が
れ
な
い

紙
魚
だ
ら
け
付
箋
だ
ら
け
の
原
爆
史

い
ま
母
は
銀
河
の
父
へ
辿
り
着
く

月
光
に
刺
さ
れ
て
か
ら
の
不
眠
症

合
鍵
は
シ
リ
ア
の
月
に
か
け
て
あ
る

後
書
も
な
い
ま
ま
枯
れ
て
ゆ
く
の
か
な

戦
争
が
鍵
穴
覗
い
て
い
る
聖
夜

篝
火
の
消
え
た
母
郷
の
海
に
冬

《
選
考
経
過
》

再
開
二
回
目
と
な
る
第
22
回
大
分
県
現

代
俳
句
賞
は
、
締
切
の
10
月
17
日
（
木
）

ま
で
6
名
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

前
回
は
12
名
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

ち
ょ
う
ど
半
分
に
当
た
り
ま
す
。
こ
れ
は

直
前
に
県
協
会
が
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
九
州
俳
句
大
会
in
大
分
、
お
よ
び

県
協
会
主
催
の
三
重
町
吟
行
大
会
が
あ
り
、

そ
の
準
備
と
運
営
で
協
会
賞
へ
と
会
員
の

関
心
が
向
か
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。

通
常
で
あ
れ
ば
、
締
切
を
延
ば
す
な
ど

し
て
追
加
応
募
を
呼
び
か
け
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
作
品
の
質
が
比
較
的
高
く
、
意
欲

的
な
作
品
が
多
か
っ
た
た
め
、
今
回
は
こ

の
6
名
で
応
募
を
締
め
切
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
2
名
を
除
く
全
員
が
初
応
募
と
い

う
の
も
今
回
の
特
徴
で
し
た
。

作
品
は
、
文
字
の
読
み
や
す
さ
等
の
条

件
を
平
等
に
す
る
た
め
に
活
字
化
し
、
応

募
順
に
並
べ
て
、
か
つ
作
者
名
を
伏
せ
た

状
態
で
総
会
で
信
任
さ
れ
た
各
選
者
に
送

り
ま
し
た
。
各
選
者
は
全
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
真
剣
に
選
考
に
あ
た
り
ま
し
た
。

選
者
か
ら
は
、
表
記
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
や
、
ほ
か
の
大
会
等
で
す
で
に
評

価
を
得
て
い
る
作
品
の
取
り
扱
い
、
応
募

規
定
に
違
反
し
た
個
別
の
作
品
を
ど
う
す

る
か
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
そ
の

都
度
選
考
委
員
長
で
あ
る
有
村
王
志
会
長

と
相
談
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
①
協
会
賞
の
第
一
の
目
的
は

は
、
協
会
の
目
指
す
俳
句
が
ど
う
い
う
も

の
で
あ
る
か
を
内
外
に
示
す
こ
と
、
②
応

5

菅

攝
子
氏
「
厠
の
神
」
・
田
口
辰
郎
氏
「
残
照
の
舟
」

奨
励
賞
に
足
立
町
子
氏
「
風
邪
ご
こ
ち
」
・
松
廣
李
子
氏
「
風
の
色
」

第
22
回

大
分
県
現
代
俳
句
協
会
賞



募
者
の
成
長
に
寄
与
す
る
こ
と
、
③
前
例

と
比
べ
て
不
利
や
有
利
に
な
ら
な
い
こ
と
、

④
応
募
規
定
に
準
拠
す
る
こ
と
、
⑤
そ
れ

ぞ
れ
の
判
断
は
基
本
的
に
各
選
者
に
ゆ
だ

ね
る
こ
と
、
と
い
う
5
点
を
を
確
認
し
ま

し
た
。
今
後
は
応
募
規
定
を
よ
り
厳
密
に

し
て
い
く
方
向
で
す
。

以
上
を
考
慮
し
最
終
的
に
表
で
示
し
た

選
考
結
果
を
得
て
、
各
選
者
と
協
議
の
上
、

協
会
賞
2
名
、
奨
励
賞
2
名
と
い
う
、
少

数
応
募
者
に
し
て
は
異
例
の
複
数
受
賞
が

決
定
し
ま
し
た
。

今
回
の
協
会
賞
の
2
名
の
作
風
は
対
極

に
あ
る
と
言
え
る
ほ
ど
に
異
な
り
、
こ
の

2
名
が
同
時
受
賞
す
る
こ
と
は
、
大
分
県

現
代
俳
句
協
会
の
持
つ
多
様
性
を
端
的
に

示
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
奨
励
賞
の
2
名
も
同
様
で
、
か

つ
新
人
と
し
て
の

瑞
々
し
さ
を
感
じ
さ

せ
ま
す
。

【
受
賞
の
言
葉
】

菅

攝
子

大
分
県
現
代
俳
句
協
会
創
立
30
周
年
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

第
22
回
の
協
会
賞
を
頂
戴
し
、
身
に
余

る
光
栄
で
す
。
こ

れ
も
諸
先
生
方

の
ご
指
導
の

た
ま
も
の
と

心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

俳
歴
も
20
年
。
振
り
返
れ
ば
色
々
な

出
来
事
が
あ
り
、
そ
れ
は
幸
せ
の
記
録
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
一
日
一
笑
一
句
、
俳
句

を
友
に
挑
戦
と
冒
険
を
忘
れ
ず
、
心
豊
か

に
余
生
を
送
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

不
安
な
報
道
で
気
持
ち
も
沈
み
が
ち
な

今
日
こ
の
頃
で
す
が
、
春
光
を
浴
び
、
穏

や
か
な
日
常
を
取
り
戻
す
日
を
待
ち
わ
び

て
お
り
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

【
受
賞
の
言
葉
】

田
口

辰
郎

未
曾
有
の
事
態
と
な
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
で
、
世
界
が
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン

化
し
て
い
る
大
変
な
こ
の
三
月
一
日
に
、

大
分
県
現
代
俳
句
協
会
三
十
周
年
記
念
の

大
会
が
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
て
、

一
会
員
と
し
て
心
よ
り
安
堵
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
今
さ

ら
で
す
が
事
務

局
は
大
変
な

ご
苦
労
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
と
推

察
し
て
い
ま
す
。

大
会
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
総
会
で
は
、

第
二
十
二
回
大
分
県
現
代
俳
句
協
会
賞
が

発
表
さ
れ
、
菅
攝
子
さ
ん
と
私
が
受
賞
の

栄
誉
を
賜
り
ま
し
た
。
句
歴
十
年
目
と
な

る
私
に
と
っ
て
記
念
と
な
る
賞
で
、
こ
の

十
年
間
御
指
導
い
た
だ
い
た
、
成
清
正
之

先
生
、
副
会
長
の
瀬
川
剛
一
さ
ん
、
事
務

局
長
の
足
立
攝
さ
ん
、
ほ
か
大
分
句
会
の

諸
先
輩
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

十
年
前
は
ま
っ
た
く
の
無
趣
味
だ
っ
た

私
の
今
の
感
動
を
、
こ
れ
か
ら
も
沢
山
の

俳
人
の
方
々
に
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
思
う

一
方
、
た
っ
た
十
七
字
の
中
に
事
象
、
心

象
の
感
動
を
す
べ
て
詰
め
こ
ん
だ
、
世
界

一
短
い
詩
と
言
わ
れ
る
日
本
独
特
の
美
し

い
言
葉
の
文
化
を
、
こ
れ
か
ら
の
若
い
人

た
ち
に
継
承
し
て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
た

め
に
会
員
の
み
な
さ
ま
共
々
、
一
人
で
も

多
く
の
人
た
ち
に
伝
達
出
来
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。

今
回
の
受
賞
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

『
風
邪
ご
こ
ち
』

足
立

町
子

無
花
果
を
食
べ
直
感
が
鈍
く
な
る

い
つ
の
世
も
女
は
女
風
邪
心
地

重
心
が
空
へ
傾
く
春
炬
燵

桜
は
ら
は
ら
甘
え
上
手
に
な
っ
て
い
る

今
日
わ
た
し
何
だ
か
無
敵
揚
げ
と
ま
と

線
香
花
火
消
え
て
女
の
手
が
残
る

父
の
背
に
か
な
か
な
の
い
る
夕
間
暮
れ

棄
て
易
き
も
の
に
芒
と
妻
の
意
地

（
編
集
部
抄
出
）

『
風
の
色
』

松
廣

李
子

春
浅
し
椿
子
人
形
の
目
の
澄
め
り

「
癌
で
す
」
と
人
ご
と
の
や
う
燕
来
し

い
い
訳
は
風
に
転
が
り
罌
粟
坊
主

夏
越
祭
水
の
ご
と
く
の
素
拍
子

母
の
色
い
ま
加
は
ら
ん
葬
の
虹

白
桃
や
眠
て
い
る
こ
と
の
飽
き
だ
し
て

焼
き
上
る
陶
は
金
彩
竜
田
姫

風
に
聞
く
怒
涛
ラ
グ
ビ
ー
か
も
し
れ
ぬ

（
編
集
部
抄
出
）
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回
大
分
県
現
代
俳
句
協
会
賞
を
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賞
し
て
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協
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賞
「
奨
励
賞
」
受
賞
作
品



一
位

厠
の
神

菅

攝
子

塗
り
た
て
の
空
連
れ
曼
珠
沙
華
を
歩
く

亀
鳴
く
や
く
る
ぶ
し
乾
き
ゆ
く
墓
前

か
な
ぶ
ん
の
夜
は
美
し
き
家
族
か
な

竹
炭
の
神
来
て
刻
を
見
て
い
た
り

花
石
蕗
や
厠
に
神
の
あ
り
ど
こ
ろ

「
ト
イ
レ
の
神
様
」
と
か
の
歌
が
あ
っ

た
が
、
先
ず
タ
イ
ト
ル
に
注
目
し
た
。
日

本
人
と
し
て
神
・
仏
・
家
族
の
関
わ
り
ぶ

り
を
う
ま
く
表
現
し
て
、
全
体
的
に
纏
ま
っ

た
句
が
並
び
、
好
感
の
も
て
る
充
実
し
た

作
品
と
思
う
。
（
配
点
五
点
）

二
位

残
照
の
舟

田
口

辰
郎

目
貼
剥
ぐ
老
い
の
孤
独
を
剥
ぐ
よ
う
に

朧
夜
の
夜
行
列
車
で
く
る
昭
和

八
月
を
祈
る
両
手
が
剥
が
れ
な
い

月
光
に
刺
さ
れ
て
か
ら
の
不
眠
症

後
書
も
な
い
ま
ま
枯
れ
て
ゆ
く
の
か
な

昭
和
生
ま
れ
の
作
者
の
人
生
観
が
よ
く

出
て
い
て
大
ら
か
な
把
握
の
物
語
で
あ
る
。

一
位
と
二
位
の
差
は
つ
け
難
く
、
た
だ
過

去
に
評
価
の
あ
っ
た
作
品
に
頼
る
一
面
を

感
じ
た
。
（
配
点
四
点
）

三
位

風
邪
ご
こ
ち

足
立

町
子

無
花
果
を
食
べ
直
感
が
鈍
く
な
る

い
つ
の
世
も
女
は
女
風
邪
ご
こ
ち

男
女
差
を
隠
し
た
ま
ま
の
雪
だ
る
ま

暮
れ
の
春
と
き
お
り
神
を
担
ぎ
出
す

棄
て
易
き
も
の
に
芒
と
妻
の
意
地

季
語
の
効
い
て
い
る
作
品
が
多
く
、
女

性
の
生
活
ぶ
り
が
目
に
浮
か
ぶ
。
そ
の
心

情
が
言
い
得
て
妙
。
又
、
表
現
が
手
堅
く

安
定
感
が
あ
る
。
（
配
点
三
点
）

四
位

風
の
色

松
廣

李
子

灰
色
は
春
色
め
い
て
や
や
憂
鬱

ね
こ
ろ
べ
ば
み
す
ず
の
詩
が
夏
の
草

大
棚
田
ゆ
る
し
色
な
る
大
夕
焼

タ
イ
ト
ル
に
こ
だ
わ
っ
た
作
品
に
纏
め

て
い
て
、
柔
ら
か
な
感
じ
が
よ
か
っ
た
。

（
配
点
二
点
）

五
位

螺
旋
階
段

え
ん
ど
久
子

桔
梗
揺
れ
き
ょ
う
の
私
を
は
ぐ
ら
か
す

厳
冬
の
螺
旋
階
段
よ
り
ワ
ル
ツ

マ
イ
ク
握
る
そ
の
手
の
先
の
冬
の
梅

日
常
生
活
を
日
記
に
書
い
た
雰
囲
気
が

充
分
出
て
い
て
意
欲
を
感
じ
た
。

（
配
点
一
点
）

今
回
は
六
作
品
の
応
募
で
あ
っ
た
が
、

少
数
精
鋭
で
、
意
欲
的
な
作
品
群
の
選
考

に
力
が
入
っ
た
。

選
考
に
あ
た
っ
て
は
、
今
日
性
を
加
味
し

た
意
欲
的
で
新
し
い
試
み
が
少
し
で
も
感

じ
ら
れ
る
こ
と
。
そ
し
て
言
葉
に
リ
ア
リ

テ
ィ
が
あ
り
、
発
想
の
良
さ
が
感
じ
ら
れ

る
作
品
を
選
出
し
た
。

一
位

残
照
の
舟

田
口

辰
郎

目
貼
剥
ぐ
老
い
の
孤
独
を
剥
ぐ
よ
う
に

も
の
の
芽
の
悲
し
い
と
こ
ろ
を
切
って
や
る

晩
年
を
陽
炎
ば
か
り
が
つ
い
て
来
る

紙
魚
だ
ら
け
附
箋
だ
ら
け
の
原
爆
史

月
光
に
刺
さ
れ
て
か
ら
の
不
眠
症

（
配
点
五
点
）

二
位

風

御
手
洗
豊
海

仮
の
世
を
生
き
て
見
送
る
花
筏

肩
書
は
無
用
花
野
の
風
と
な
る

蛍
狩
り
竹
馬
の
友
は
闇
の
中

田
を
植
え
て
村
は
ひ
と
つ
の
大
鏡

生
も
死
も
天
に
ま
か
せ
て
冬
の
蝶

（
配
点
四
点
）

三
位

風
邪
ご
こ
ち

足
立

町
子

無
花
果
を
食
べ
直
感
が
鈍
く
な
る

春
分
の
日
は
さ
ざ
波
に
な
っ
て
い
る

線
香
花
火
消
え
て
女
の
手
が
残
る
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第
22
回
大
分
県
現
代
俳
句
協
会
賞
・
各
選
考
委
員
選
評

選
考
委
員
の
選
評
を
掲
載
し
ま
す
。
今
回
か
ら
伊
藤
利
恵
さ
ん
が
新
し
く
選
者
に
加
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
万
葉

太
郎
さ
ん
が
選
者
を
辞
退
し
ま
し
た
。
評
中
の
作
者
名
は
、
掲
載
に
あ
た
っ
て
事
務
局
で
書
き
入
れ
ま
し
た
。

「
厠
の
神
」
を
推
す

あ
べ
ま
さ
る

意
欲
的
な
作
品
群

谷
川

彰
啓

協会賞授賞式



父
の
背
に
か
な
か
な
の
い
る
夕
間
暮
れ

（
配
点
三
点
）

四
位

厠
の
神

菅

攝
子

麦
踏
め
ば
雲
甘
く
な
る
少
年
期

絹
鳴
り
の
天
地
に
若
し
阿
波
踊
り

産
土
は
風
ま
で
ほ
と
け
春
の
蝶

（
配
点
二
点
）

五
位

螺
旋
階
段

え
ん
ど
久
子

靴
紐
を
ギ
ュ
ッ
と
結
ん
で
秋
の
尾
瀬

如
月
の
露
天
湯
に
身
を
解
き
放
つ

（
配
点
一
点
）

一
位

残
照
の
舟

田
口

辰
郎

目
貼
剥
ぐ
老
い
の
孤
独
を
剥
ぐ
よ
う
に

耕
し
て
村
の
扉
を
開
け
て
お
く

八
月
を
祈
る
両
手
が
剥
が
れ
な
い

紙
魚
だ
ら
け
附
箋
だ
ら
け
の
原
爆
史

篝
火
の
消
え
た
母
郷
の
海
に
冬

二
十
句
共
に
心
惹
か
れ
る
句
が
そ
ろ
っ

て
い
る
。
『
篝
火
』
は
特
に
奥
が
深
い
。

（
配
点
五
点
）

二
位

厠
の
神

菅

攝
子

神
棚
に
立
秋
の
水
お
ど
り
け
り

産
土
は
風
ま
で
ほ
と
け
春
の
蝶

白
魚
の
散
っ
て
遥
か
や
父
の
文
字

花
石
蕗
や
厠
に
神
の
あ
り
ど
こ
ろ

「
花
石
蕗
や
」
の
切
れ
が
一
句
の
内
容

を
大
き
く
広
げ
て
佳
句
。

（
配
点
四
点
）

三
位

風
の
色

松
廣

李
子

灰
色
は
春
色
め
い
て
や
や
憂
鬱

「癌
」で
す
と
人
ご
と
の
や
う
燕
く
る

太
陽
は
今
日
も
灰
色
帰
り
花

掲
句
の
他
に
「
焼
き
あ
が
る
」
「
風
に

聞
く
」
等
の
句
に
惹
か
れ
た
。
（
三
点
）

四
位

風

御
手
洗
豊
海

仮
の
世
を
生
き
て
見
送
る
花
筏

田
を
植
え
て
村
は
ひ
と
つ
の
大
鏡

俳
句
の
決
ま
り
事
と
し
て
、
誤
字
、
脱

字
が
あ
る
と
点
を
引
か
れ
る
。
「
生
か
さ

れ
て
今
を
生
き
抜
け
冬
の
蝶
」
は
、
全
体

的
に
力
強
い
表
現
が
魅
力
的
だ
が
、
送
り

仮
名
の
脱
字
は
残
念
。
（
配
点
二
点
）

五
位

風
ご
こ
ち

足
立

町
子

無
花
果
を
食
べ
直
感
が
鈍
く
な
る

余
分
だ
が
選
を
漏
れ
た
句
の
中
に
「
イ

マ
ジ
ン
の
歌
は
ど
こ
よ
り
開
戦
日
」
は
好

か
っ
た
。
個
人
的
な
意
見
だ
が
、
全
体
的

に
切
字
を
使
っ
て
い
る
の
は
三
句
し
か
な

い
こ
と
に
気
が
付
い
た
。
私
な
り
に
選
を

し
な
が
ら
新
鮮
な
俳
句
に
も
出
会
え
た
し

学
ぶ
こ
と
も
出
来
た
。
（
配
点
一
点
）

一
位

厠
の
神

菅

攝
子

先
ず
こ
の
題
が
気
に
入
っ
た
。
私
の
好

き
な
テ
ー
マ
で
も
あ
る
か
ら
。
最
近
は
成

績
に
タ
イ
ト
ル
と
全
作
品
に
渡
る
レ
ベ
ル

を
も
評
価
内
の
傾
向
に
あ
る
。
ど
ん
な
タ

イ
ト
ル
に
す
る
か
も
作
者
の
実
力
で
あ
る
。

兜
太
の
晩
年
に
回
帰
し
た
、
産
土
の
土

に
こ
そ
生
活
と
作
句
の
基
盤
が
あ
る
、
と

い
う
主
張
を
全
句
に
想
起
し
た
。
何
し
ろ

全
二
十
句
中
「
神
」
の
字
が
五
個
、
仏
が

二
個
出
現
し
て
い
る
。
「
神
仏
習
合
」
で

あ
る
。
こ
れ
だ
か
ら
良
い
と
い
う
の
で
は

勿
論
な
い
。

生
姜
湯
や
臍
に
明
か
り
の
日
本
人

麦
踏
め
ば
雲
甘
く
な
る
少
年
期

今
年
米
神
の
音
し
て
袋
立
つ

花
石
蕗
や
厠
に
神
の
あ
り
ど
こ
ろ

注
目
の
焦
点
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
り
な

が
ら
日
常
の
存
在
物
を
登
場
さ
せ
て
い
る
。

美
し
い
四
季
が
肉
体
化
さ
れ
、
少
年
期
か

ら
老
齢
期
を
一
望
し
て
い
る
。

最
後
の
句
な
ど
、
糞
尿
に
ま
で
神
性
を

感
じ
、
神
の
名
、
波
邇
夜
須
昆
古
神
（
は

に
や
す
ひ
こ
の
か
み
）
ま
で
付
け
た
日
本

人
の
文
化
人
類
学
の
一
端
が
成
句
さ
れ
た

秀
作
。

（
配
点
五
点
）

二
位

風

御
手
洗
豊
海

○
印
は
沢
山
つ
け
て
見
た
。
全
体
に
破

綻
の
無
い
句
群
で
は
あ
る
。
平
易
で
一
句

完
結
で
淡
味
が
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
や
や

常
識
的
で
、
予
定
調
和
の
句
が
散
見
さ
れ

る
と
も
見
ら
れ
、
惜
し
く
も
二
位
に
。

田
を
植
え
て
村
は
ひ
と
つ
の
大
鏡

だ
い
こ
引
き
腰
の
曲
り
に
さ
か
ら
わ
ず

今
日
を
生
き
明
日
は
知
ら
ず
蝉
し
ぐ
れ

（
配
点
四
点
）

三
位

残
照
の
舟

田
口

辰
郎

熟
練
を
経
た
凝
っ
た
作
品
が
並
ん
で
読

み
甲
斐
が
あ
る
。
言
う
と
こ
ろ
の
現
代
俳

句
の
傾
向
が
一
望
で
き
て
勉
強
に
な
る
。

そ
れ
は
反
省
の
勉
強
に
な
る
。
飽
く
ま
で

人
個
人
の
好
み
な
の
で
、
作
者
の
好
み
が

鑑
賞
者
に
と
っ
て
は
気
に
な
る
の
だ
。
デ
ィ

ジ
ャ
ブ
ー
が
内
容
に
多
い
。
語
尾
に
「
～

す
る
」
や
口
語
で
終
っ
て
い
る
。
顕
示
的

で
物
欲
し
そ
う
で
あ
る
。

先
日
、
子
ど
も
俳
句
界
の
選
を
し
た
が
、

「
蚊
に
さ
さ
れ
ム
ヒ
の
取
り
合
い
エ
ブ
リ

デ
イ
」

と
の
、
中
一
生
の
句
を
特
選
に
し
た
。

（
配
点
三
点
）

四
位

風
の
色

松
廣

李
子

（
配
点
二
点
）

五
位

螺
旋
階
段

え
ん
ど
久
子

（
配
点
一
点
）
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な
作
品
群

白
水

風
子

美
し
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四
季
の
肉
体
化

河
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応
募
件
数
は
少
な
か
っ
た
が
、
意
欲
的

な
取
り
組
み
に
敬
意
を
表
し
た
い
。
甲
乙

つ
け
が
た
く
一
位
を
三
組
に
し
た
。

一
位

残
照
の
舟

田
口
辰
郎

二
十
句
の
内
容
に
偏
り
が
な
い
。
全
て

の
句
に
作
者
の
意
志
が
透
け
て
見
え
る
。

私
た
ち
共
通
の
も
の
と
し
て
重
く
受
け
止

め
た
い
。

耕
し
て
村
の
扉
を
開
け
て
お
く

朧
夜
の
夜
行
列
車
で
く
る
昭
和

晩
年
は
陽
炎
ば
か
り
つ
い
て
来
る

一
句
目
は
、
過
疎
化
に
苦
し
む
農
村
の

悲
哀
。
二
句
目
は
、
昭
和
を
メ
ン
ヘ
ン
チ
ッ

ク
に
描
く
。
三
句
目
は
、
晩
年
と
陽
炎
。

捉
え
ど
こ
ろ
の
な
い
も
ど
か
し
さ
が
綴
ら

れ
て
い
る
。

紙
魚
だ
ら
け
附
箋
だ
ら
け
の
原
爆
史

合
鍵
は
シ
リ
ア
の
月
に
か
け
て
あ
る

戦
争
が
鍵
穴
を
覗
い
て
い
る
聖
夜

一
転
し
て
人
間
の
欲
望
に
よ
る
悲
惨
さ
を

如
実
に
示
し
て
い
る
。
平
和
の
警
鐘
と
重

く
受
止
め
た
い
。

（
配
点
四
点
）

一
位

風
ご
ご
ち

足
立

町
子

読
む
人
の
心
を
う
ま
く
捉
え
て
い
る
。

や
さ
し
い
こ
と
ば
に
よ
る
表
現
だ
け
ど
、

句
の
内
面
に
あ
る
も
の
に
惹
か
れ
た
。
次

の
三
句
が
心
に
残
っ
た
。

ふ
る
さ
と
は
深
い
穴
で
す
毛
糸
で
す

重
心
が
空
へ
傾
く
春
炬
燵

紫
陽
花
に
逢
瀬
の
風
が
ま
だ
残
る

（
配
点
四
点
）

一
位

厠
の
神

菅

攝
子

対
象
物
に
対
し
て
の
視
線
が
よ
く
、
共

感
を
呼
ぶ
。
独
特
の
着
眼
、
独
特
の
表
現

を
す
で
に
獲
得
し
て
い
る
。

心
に
響
く
句
と
し
て
、

塗
り
た
て
の
空
連
れ
曼
珠
沙
華
を
歩
く

麦
踏
め
ば
雲
甘
く
な
る
少
年
期

産
土
の
風
ま
で
ほ
と
け
春
の
蝶

（
配
点
四
点
）

四
位

風
の
色

松
廣

李
子

生
き
て
い
る
証
を
愛
情
を
込
め
て
詠
ん

で
い
る
。
紡
ぐ
こ
と
ば
は
平
易
だ
が
、
内

容
に
は
共
感
を
呼
ぶ
も
の
が
あ
っ
た
。

い
い
訳
は
風
に
転
が
り
罌
粟
坊
主

楊
梅
の
真
夜
の
会
話
の
て
ん
て
ん
て
ん

ね
こ
ろ
べ
ば
み
す
ず
の
詩
が
夏
の
草

（
配
点
二
点
）

五
位

螺
旋
階
段

え
ん
ど
久
子

新
し
い
表
現
に
、
意
欲
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
句
に
も
気
負
い
は
な
く
、
読
む

人
の
心
を
ほ
ぐ
し
て
い
く
楽
し
さ
が
あ
り

好
感
が
も
て
た
。

桔
梗
揺
れ
き
ょ
う
の
私
を
は
ぐ
ら
か
す

厳
冬
の
螺
旋
階
段
よ
り
ワ
ル
ツ

駆
け
つ
け
る
人
を
待
た
ず
に
椿
落
つ

（
配
点
一
点
）

一
位

厠
の
神

菅

攝
子

「
厠
の
神
」
を
一
位
五
点
と
し
た
。
農

耕
の
神
と
共
に
あ
る
作
者
の
暮
ら
し
の
細

部
を
静
か
に
美
し
く
表
現
し
た
こ
の
抄
編

は
、
一
句
一
句
の
完
成
度
の
高
さ
に
お
い

て
他
を
圧
倒
し
て
い
た
。

神
棚
に
立
秋
の
水
お
ど
り
け
り

絹
鳴
り
の
天
地
に
若
し
阿
波
踊
り

亀
鳴
く
や
く
る
ぶ
し
乾
き
ゆ
く
墓
前

今
年
米
神
の
音
し
て
袋
立
つ

竹
炭
の
神
来
て
刻
を
見
て
い
た
り

河
原
鶸
と
ろ
り
と
鳴
か
せ
農
暦

多
彩
な
季
語
に
よ
く
研
が
れ
た
言
葉
を

配
し
奥
行
き
の
あ
る
俳
句
に
仕
上
げ
て
い

る
。
古
く
て
新
し
い
こ
れ
ら
の
句
の
「
作

品
生
命
」
は
永
い
と
思
う
。

二
位

風
邪
ご
こ
ち

足
立

町
子

枇
杷
の
花
黙
っ
て
い
た
ら
お
茶
が
出
る

重
心
が
空
に
傾
く
春
炬
燵

父
の
背
に
か
な
か
な
の
い
る
夕
間
暮
れ

な
ど
軽
い
タ
ッ
チ
の
描
写
が
心
地
よ
い
。

た
だ
中
心
に
な
る
突
出
し
た
作
品
が
な
い

こ
と
と
、
加
え
て
作
者
の
女
性
性
に
寄
り

掛
か
っ
た
作
品
が
散
見
さ
れ
た
こ
と
が
惜

し
ま
れ
る
。
季
語
の
使
い
方
を
工
夫
す
る

と
さ
ら
に
句
に
深
み
が
出
る
よ
う
に
思
う
。

風
邪
心
地
を
を
二
位
四
点
と
し
た
。

三
位

螺
旋
階
段

え
ん
ど
久
子

厳
冬
の
螺
旋
階
段
よ
り
ワ
ル
ツ

は
出
色
で
あ
っ
た
。
他
に

こ
こ
の
湯
は
腰
に
い
い
ん
よ
今
朝
の
秋

よ
か
っ
た
ら
た
べ
て
い
か
ん
ね
わ
ら
び
飯

な
ど
話
し
言
葉
を
う
ま
く
取
り
入
れ
た

作
品
に
も
好
感
が
持
て
た
。
こ
の
作
者
が

今
後
ど
の
よ
う
な
境
地
を
啓
い
て
ゆ
く
の

か
楽
し
み
で
あ
る
。
配
点
は
三
点
。

四
位

風
の
色

松
廣

李
子

集
落
は
五
軒
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
金
盞
花

9

意
欲
的
な
取
り
組
み

上
田
た
か
し

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
気
概
を

伊
藤

利
惠



足
跡
の
翳
青
く
し
て
雪
兎

に
独
特
の
眼
を
感
じ
た
。
歴
史
的
仮
名

遣
い
に
異
論
は
な
い
が
、
「
い
る
」
や

「
し
ゃ
ぼ
ん
玉
」
な
ど
の
表
記
に
は
疑
問

が
残
っ
た
。
配
点
二
点

五
位

残
照
の
舟

田
口

辰
郎

「
残
照
の
舟
」
を
五
位
一
点
と
し
た
。

「
ラ
ン
ド
セ
ル
に
平
和
を
詰
め
て
入
学
す
」

他
七
句
を
、
平
成
三
十
年
「
九
州
俳
句
賞
」

の
受
賞
作
品
抄
よ
り
ひ
い
て
い
る
こ
と
を

減
点
要
素
と
し
た
。
応
募
要
項
の
「
平
成

三
十
年
十
月
か
ら
令
和
元
年
九
月
の
作
品
」

は
、
あ
る
程
度
守
る
べ
き
基
準
で
は
な
か

ろ
う
か
。
ま
た
す
で
に
評
価
の
定
ま
っ
た

過
去
の
作
品
を
再
掲
す
る
姿
勢
は
、
自
ら

の
可
能
性
を
放
棄
し
て
い
る
よ
う
に
も
見

え
た
。
応
募
者
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
）
の

自
負
は
最
も
大
切
に
す
る
こ
と
の
ひ
と
つ

で
あ
る
と
、
自
戒
も
含
め
そ
う
思
う
。

「
残
照
の
舟
」
全
体
に
関
し
て
言
え
ば
、

よ
く
ま
と
ま
っ
て
は
い
る
の
だ
が
既
視
感

の
あ
る
作
品
が
多
く
独
自
性
に
欠
け
る
の

が
難
点
で
あ
る
。

春
の
雲
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
な
い
か

に
は
静
謐
な
孤
独
感
と
読
み
手
を
容
れ

る
余
白
と
が
あ
り
良
い
作
品
で
あ
っ
た
。

こ
の
作
者
に
し
か
書
け
な
い
境
地
の
作
品

が
き
っ
と
あ
る
と
思
う
。
そ
れ
を
期
待
し

て
い
る
。

今
回
の
選
を
通
じ
て
、
六
名
の
俳
句
作
家

の
さ
ま
ざ
ま
な
個
性
に
刺
激
を
受
け
た
こ

と
を
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

応
募
数
は
少
な
か
っ
た
が
、
今
日
の
俳

句
に
向
き
合
っ
て
い
る
姿
勢
・
熱
意
が
ど

の
作
家
に
も
見
ら
れ
て
頼
も
し
く
思
っ
た
。

三
句
を
同
列
一
位
と
し
、
次
の
よ
う
に

評
価
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

一
位

残
照
の
舟

田
口

辰
郎

春
菊
の
春
の
と
こ
ろ
を
摘
み
に
ゆ
く

黄
昏
の
こ
こ
ろ
に
少
し
オ
ー
デ
コ
ロ
ン

合
鍵
は
シ
リ
ア
の
月
に
か
け
て
あ
る

重
い
テ
ー
マ
を
や
さ
し
い
言
葉
で
表
現

し
て
お
り
ど
の
句
に
も
味
わ
い
深
い
魅

力
が
あ
り
、
共
感
で
き
る
親
し
み
を
感

じ
る
。
独
自
の
手
法
を
高
く
評
価
。

（
配
点
四
点
）

一
位

風
の
色

松
廣

李
子

い
い
訳
は
風
に
転
が
り
罌
粟
坊
主

母
の
色
い
ま
加
は
ら
ん
葬
の
虹

太
陽
は
今
日
も
灰
色
帰
り
花

風
に
聞
く
怒
涛
の
ラ
グ
ビ
ー
か
も
し
れ
ぬ

リ
ア
ル
な
描
写
で
現
実
と
幻
想
を
同
居
さ

せ
て
い
る
。
深
々
と
し
た
自
己
洞
察
の
作

品
に
、
量
を
書
い
て
質
を
高
め
た
経
緯
が

見
え
る
。

（
配
点
四
点
）

一
位

風
ご
こ
ち

足
立

町
子

無
花
果
を
食
べ
直
感
が
鈍
く
な
る

い
つ
の
世
も
女
は
女
風
ご
こ
ち

桜
は
ら
は
ら
甘
え
上
手
に
な
っ
て
い
る

き
り
ぎ
り
す
夢
の
途
中
を
翔
び
は
じ
む

新
味
の
不
足
は
あ
る
が
、
庶
民
の
哀
感

を
素
直
に
詠
ん
で
お
り
、
作
者
の
息
遣
い

や
体
温
が
作
品
に
感
じ
ら
れ
る
。
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
平
明
性
を
評
価
。

（
配
点
四
点
）

四
位

風

御
手
洗
豊
海

生
き
死
に
を
言
わ
ず
荒
野
の
ね
じ
り
花

今
日
を
生
き
明
日
は
知
ら
ず
蝉
し
ぐ
れ

だ
い
こ
引
き
腰
の
曲
り
に
さ
か
ら
わ
ず

地
味
だ
が
平
明
に
書
こ
う
と
す
る
思
い

が
伝
わ
る
。
素
材
を
も
う
少
し
広
げ
る
と
、

新
た
な
展
開
が
み
ら
れ
る
の
で
は
。

（
配
点
二
点
）

五
位

厠
の
神

菅

攝
子

か
な
ぶ
ん
の
夜
は
美
し
き
家
族
か
な

花
石
蕗
や
厨
に
神
の
あ
り
ど
こ
ろ

既
存
の
手
法
か
ら
離
れ
自
由
な
発
想
で

今
日
的
な
も
の
を
捉
え
て
い
る
が
、
そ
の

手
法
は
賛
否
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
配
点
一
点
）

、
有
村
王
志
選

一
位

残
照
の
舟

田
口

辰
郎

春
菊
の
春
の
と
こ
ろ
を
摘
み
に
ゆ
く

耕
し
て
村
の
扉
を
開
け
て
お
く

も
の
の
芽
の
悲
し
い
と
こ
ろ
を
切
って
や
る

月
光
に
刺
さ
れ
て
か
ら
の
不
眠
症

合
鍵
は
シ
リ
ア
の
月
に
か
け
て
あ
る

多
彩
な
素
材
に
裏
打
ち
さ
れ
て
、
し
っ

か
り
と
し
た
情
感
の
機
能
も
十
分
に
研
ぎ

澄
ま
さ
れ
て
い
る
。

（
配
点
四
点
）

一
位

風
ご
こ
ち

足
立

町
子

枇
杷
の
花
黙
っ
て
い
た
ら
お
茶
が
出
る
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今
日
の
俳
句
を
模
索

成
清

正
之

大分駅前風景

各
位
の
熱
意
に
敬
意

有
村

王
志



春
分
の
日
は
さ
ざ
波
に
な
っ
て
い
る

今
日
私
何
だ
か
無
敵
揚
げ
と
ま
と

線
香
花
火
消
え
て
女
の
手
が
残
る

季
語
の
配
合
が
巧
み
で
柔
ら
か
い
日
常

の
確
か
な
情
感
が
味
わ
え
る
。

（
配
点
四
点
）

三
位

厠
の
神

菅

攝
子

花
殻
を
摘
め
ば
男
の
月
涼
し

麦
踏
め
ば
雲
甘
く
な
る
少
年
期

今
年
米
神
の
音
し
て
袋
立
つ

白
魚
の
散
っ
て
遥
か
や
父
の
文
字

独
特
な
言
質
の
獲
得
、
そ
の
世
界
の
演

出
が
力
強
く
魅
か
れ
る
。
（
配
点
四
点
）

四
位

螺
旋
階
段

え
ん
ど
久
子

桔
梗
揺
れ
今
日
の
私
を
は
ぐ
ら
か
す

厳
冬
の
螺
旋
階
段
よ
り
ワ
ル
ツ

駆
け
つ
け
る
人
を
待
た
ず
に
椿
落
つ

素
材
の
切
り
口
の
獲
得
が
、
何
げ
な
い

日
常
の
素
材
を
蘇
ら
し
て
い
る

（
配
点
四
点
）

五
位

風
の
色

松
廣

李
子

灰
色
は
春
色
め
い
て
や
や
憂
鬱

白
桃
や
眠
て
い
る
こ
と
の
飽
き
だ
し
て

風
に
聞
く
怒
涛
ラ
グ
ビ
ー
か
も
し
れ
ぬ

今
回
は
持
ち
点
の
関
係
で
や
む
を
得
ず

一
点
と
し
た
。
や
や
説
明
句
が
あ
り
課
題
、

例
え
ば

「
癌
で
す
」
と
人
ご
と
の
や
う
燕
来
し

「
癌
で
す
」
人
ご
と
の
や
う
燕
来
し

「
と
」
を
外
し
た
方
が
力
強
い

（
配
点
一
点
）

1
面
掲
載
の
通
り
、
県
協
会
創
立
30
周

年
記
念
の
現
代
俳
句
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
来
賓
は
大
分
合
同
新
聞
社
文
化
科

学
部
長
の
安
東
公
綱
氏
で
す
。

足
立
攝
幹
事
長
の
司
会
で
始
ま
っ
た
大

会
は
、
ま
ず
午
前
中
の
総
会
で
県
協
会
賞

を
受
賞
し
た
菅
攝
子
氏
と
田
口
辰
郎
氏
と

受
賞
作
品
を
紹
介
し
ま
し
た
。

続
い
て
あ
べ
ま
さ
る
県
協
会
副
会
長
の

開
会
の
こ
と
ば
の
あ
と
、
有
村
王
志
県
協

会
会
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
創
立
30
年
を
記
念
し
、
県
協
会

の
運
営
と
発
展
に
特
別
の
功
績
の
あ
っ
た

河
野
輝
暉
元
会
長
（
現
顧
問
）
に
感
謝
状

の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
（
14
面
参
照
）

そ
の
後

中
村
和
弘

本
部
会
長

の
記
念
講

演
が
あ
り

ま
し
た
。

演
題
は

「
新
興
俳

句
の
い
ま
」

新
興
俳
句
と
は
昭
和
六
年
か
ら
約
十
年

間
、
反
伝
統･

反
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
を
旗

印
に
、
近
代
的
抒
情･

感
覚
の
発
揚
に
よ

る
表
現
様
式
の
革
新
と
，
俳
句
形
式
に
よ

る
思
想
性･

社
会
性
の
領
略
と
を
目
ざ
し

た
俳
句
近
代
化
運
動
の
こ
と
で
す
。
も
の

ご
と
に
は
否
定
的
要
因
と
発
展
的
要
因
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
発
展
的
要
因
を
現
在

に
受
け
継
い
で
い
る
の
が
現
代
俳
句
協
会

で
あ
る
と
中
村
会
長
は
語
り
ま
し
た
。
現

代
俳
句
協
会
青
年
部
編
の
『
新
興
俳
句
ア

ン
ソ
ロ
ジ
ー

何
が
新
し
か
っ
た
の
か
』

は
初
版
本
を
売
り
尽
く
し
、
し
ば
ら
く
入

手
困
難
で
し
た
が
、
今
で
は
版
元
の
ふ
ら

ん
す
堂
、
ま
た
は
ア
マ
ゾ
ン
な
ど
の
通
販

サ
イ
ト
で
買
え
ま
す
。
税
込
み
二
千
六
百

四
十
円
で
す
。

会
場
に
は
初
参
加
の
顔
も
見
ら
れ
ま
し

た
が
、
み
ん
な
熱
心
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

中
村
本
部
会
長
の
講
演
の
あ
と
、
大
会

は
一
般
募
集
句
の
入
賞
者
の
発
表
と
講
評
、

表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）

11

協
会
創
立
60

周
年
記
念

大
分
県
現
代
俳
句
大
会

後援していただいた諸団体

中村和弘本部会長の講演



【
中
村
和
弘
会
長
特
選
句
】

鏡
餅
わ
れ
て
始
ま
る
高
校
生
（
髙
１
）

香

川

合
田

陸
翔

蠅
叩
き
妻
が
私
を
じ
っ
と
見
る

九
重
町

甲
斐

素
純

小
鳥
来
る
原
爆
ド
ー
ム
を
標
と
し

大
分
市

田
中

充

レ
タ
ス
ほ
ど
晩
年
明
る
い
夕
べ
か
な

竹
田
市

有
村

王
志

光
る
漁
村
ふ
ら
こ
こ
無
人
の
深
き
揺
れ

竹
田
市

有
村

王
志

雁
鳴
く
や
少
年
の
日
の
耳
赤
し

大
分
市

菅

攝
子

冬
の
月
探
せ
ば
ふ
い
に
輝
き
ぬ

大
分
市

飯
田

幸
子

【
ジ
ュ
ニ
ア
大
賞
】

北
風
を
一
直
線
に
受
け
と
め
る
（
中
１
）

杵
築
市

髙

悠
介

【
ジ
ュ
ニ
ア
賞
】

青
春
や
ポ
ケ
ッ
ト
叩
く
冬
の
雨
（
髙
１
）

香

川

合
田

陸
翔

ひ
よ
の
来
て
ソ
ロ
バ
ン
は
じ
く
町
の
雨

（
小
２
）

香

川

合
田
英
怜
奈

母
不
在
父
が
焼
い
て
る
お
も
ち
か
な

（
小
５
）

神
奈
川

菅

就
雅

【
ジ
ュ
ニ
ア
奨
励
賞
】

き
な
こ
も
ち
だ
ん
だ
ん
ふ
く
ら
む
お
い
し
い
な

（
４
歳
）

神
奈
川

菅

晄
真

い
い
こ
と
が
ふ
え
て
よ
か
っ
た
お
年
玉

（
小
１
）

神
奈
川

菅

宗
嗣

【
大
会
大
賞
】
※
一
席

沈
黙
も
言
霊
な
り
や
寒
の
鯉

国
東
市

河
野

輝
暉

【
大
分
県
現
代
俳
句
大
会
賞
】
※
二
席

如
月
や
骨
ま
で
反
戦
兜
太
逝
く

大
分
市

丘

友
子

【
大
分
県
知
事
賞
】
※
三
席

鬼
や
ら
い
末
は
独
り
に
な
る
二
人

豊
後
大
野
市

梶
原

千
代

【
大
分
市
長
賞
】

駆
け
抜
け
る
春
の
鼓
動
の
ス
ニ
ー
カ
ー

国
東
市

吾

亦

紅

【
大
分
市
教
育
長
賞
】

影
に
さ
え
躓
き
が
ち
や
老
の
冬

国
東
市

立
麻

琴
路

【
大
分
合
同
新
聞
社
賞
】

人
間
に
近
づ
き
す
ぎ
て
散
る
桜

12

大
分
県
現
代
俳
句
大
会
入
賞
作
品

大
分
県
現
代
俳
句
協
会
創
立
三
十
周
年
記
念

中村会長特選・甲斐素純氏

ジュニア大賞・髙 悠介さん（お母さん）

大分合同新聞社賞・灘波瑞枝さん



国
東
市

灘
波

瑞
枝

【
Ｏ
Ｂ
Ｓ
大
分
放
送
賞
】

ポ
イ
ン
セ
チ
ア
一
番
似
合
う
服
を
着
る

大
分
市

神

慶
子

【
Ｔ
Ｏ
Ｓ
テ
レ
ビ
大
分
賞
】

ど
の
村
も
冬
田
剥
が
し
て
い
く
途
中

豊
後
大
野
市

上
田
た
か
し

【
Ｏ
Ａ
Ｂ
大
分
朝
日
放
送
賞
】

ポ
ケ
ッ
ト
の
コ
イ
ン
と
歩
く
春
の
街

豊
後
大
野
市

吉
田

素
子

【
大
会
特
別
賞
】
（
5
句
）

立
話
終
わ
ら
ぬ
大
根
畑
か
な

国
東
市

岸
本
千
鶴
子

ク
ロ
ッ
カ
ス
揺
れ
て
十
五
の
死
が
ひ
と
つ

豊
後
大
野
市

足
立

攝

蠅
叩
き
妻
が
私
を
じ
っ
と
見
る

九
重
町

甲
斐

素
純

紙
飛
行
機
し
ず
か
に
春
を
置
か
れ
け
り

大
分
市

菅

攝
子

小
鳥
来
る
原
爆
ド
ー
ム
を
標
と
し

大
分
市

田
中

充

【
秀
逸
賞
】
（
7
句
）

よ
も
ぎ
餅
鼻
か
ら
抜
け
る
輪
廻
の
香

合
田

文
美

鶏
頭
に
あ
た
た
め
ら
れ
て
い
る
売
地

田
口

辰
郎

湯
冷
め
し
て
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
に
戻
れ
な
い

瀬
川

剛
一

寒
落
暉
辺
野
古
の
海
へ
突
き
さ
さ
る

谷
川

彰
啓

老
い
て
な
お
生
き
る
証
し
に
田
を
植
え
る

御
手
洗
豊
海

手
を
広
げ
こ
の
黄
落
の
杜
を
抱
く

石
橋
紀
公
子

寒
の
水
飲
ん
で
余
生
に
さ
か
ら
わ
ず

成
清

正
之

【
優
秀
賞
】
（
15
句
）

父
の
座
の
父
が
構
へ
し
蠅
叩
き福

田

英
子

冬
山
と
な
わ
と
び
を
し
て
母
に
な
り

河
野

泉

人
日
の
沖
へ
と
駆
け
る
子
ど
も
た
ち

飯
田

幸
子

で
で
虫
に
日
々
の
介
護
を
こ
ぼ
し
け
り

髙
橋

玲
子

父
を
追
い
梅
林
に
影
置
き
忘
る足

立

町
子

蛇
穴
を
出
れ
ば
令
和
に
変
は
り
を
り

後
藤

史
子

あ
ん
た
が
た
ど
こ
さ
施
設
さ
灯
下
親
し
む

あ
べ
ま
さ
る

し
ん
し
ん
と
妻
の
冬
着
を
抱
え
お
り

加
藤

征
孝

粉
雪
の
降
る
村
中
が
童
話
め
く川

野

智
子

せ
か
せ
か
と
総
仕
上
げ
す
る
蝉
時
雨

堤

留
美

水
仙
の
ペ
ロ
リ
と
舌
を
出
し
そ
う
な

宮
﨑

山
景

柚
子
南
瓜
無
病
息
災
冬
至
粥吉

崎

正
基

視
野
に
あ
る
う
ち
は
信
じ
て
ゐ
る
鬼
火

白
水

風
子

冬
紅
葉
嘘
は
生
活
習
慣
病

白
土

正
江

葉
桜
や
い
ま
だ
昭
和
を
歩
い
て
る

井
上

政
人

【
奨
励
賞
】
（
20
句
）

春
う
ら
ら
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
の
空
洞
も

油
布

晃

福
寿
草
産
声
高
く
令
和
の
子田

代

直
之

限
界
集
落
女
郎
蜘
蛛
の
す
ご
み
か
な

有
村

王
志

振
る
度
に
い
の
ち
の
音
す
種
袋田

中

英
俊

目
薬
に
一
滴
づ
つ
の
冷
気
あ
り大

川

千
明

味
噌
蔵
の
深
き
眠
り
や
日
脚
伸
ぶ

菅

勲

と
お
さ
ん
の
へ
の
じ
の
か
か
し
す
て
ら
れ
た

木
村

説
子

使
い
込
ま
れ
た
父
の
砥
石
よ
冬
の
家

安
部

次
良

13

祝賀会・由布 晃氏の手品

祝賀会・中村本部会長と有村会長



ブ
ル
ー
シ
ー
ト
一
層
青
く
冴
ゆ
る
町

鎌
倉
真
由
美

ぷ
く
ぷ
く
と
泡
ふ
く
蟹
や
多
喜
二
の
忌

佐
土
原
孤
雁

毛
糸
編
む
子
ら
の
未
来
を
紡
ぐ
ご
と

山
本

悦
子

潮
風
を
引
い
て
切
り
干
し
息
を
す
る

岡
野

成
美

裸
木
と
な
り
て
素
直
に
生
き
る
な
り

西
峯

峰
子

鳳
凰
の
飛
ん
で
い
そ
う
な
初
御
空

梅
木
眞
知
子

復
興
へ
桜
い
く
た
び
咲
い
て
散
る

坂
本

一
光

手
際
よ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
去
る
春
の
暮

森
山

秀
子

花
筏
重
き
つ
み
荷
の
テ
ロ
と
地
震

井
元

扇
岳

老
心
も
揺
ら
ぐ
二
月
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

園
田

武
子

冬
う
ら
ら
ポ
ス
ト
の
中
も
雑
談
す

坂
本

栄
生

写
メ
ー
ル
の
息
子
の
相
手
春
隣鍬

田

建
二

創
立
30
周
年
を
記
念
し
て
河
野
輝
暉
氏

に
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。
河

野
氏
は
発
足
当
時
は
幹
事
と
し
て
、
平
成

12
年
か
ら
は
副
会
長
と
し
て
、
平
成
20
年

か
ら
は
会
長
と
し
て
、
そ
し
て
平
成
24
年

か
ら
現
在
ま
で
は
顧
問
と
し
て
、
協
会
を

実
践
・
理
論
の
両
面
か
ら
支
え
ま
し
た
。

ま
た
平
成
26
年
ま
で
の
12
年
間
は
大
分
合

同
新
聞
の
読
者
ら
ん
で
俳
句
選
者
を
務
め
、

現
代
俳
句
の
普
及
に
貢
献
し
ま
し
た
。

体
調
の
不
良
で
大
会
に
出
席
で
き
な
か
っ

た
た
め
、
3
月
10
日
、
事
務
局
が
ご
自
宅

へ
感
謝
状
・
記
念
品
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

●

第
57
回
現
代
俳
句
全
国
大
会

投
句
締
切
7
月
31
日
（
必
着
）

三
句
一
組
二
千
円
（
何
組
で
も
）

同
封
の
募
集
要
項
、
投
句
用
紙
参
照

●

神
話
の
ふ
る
さ
と
み
や
ざ
き

全
国
俳
句
大
会
（
国
民
文
化
祭
）

投
句
締
切
6
月
30
日
（
消
印
）

二
句
一
組
千
円
（
何
口
で
も
）

同
封
の
投
句
用
紙
参
照

※
日
田
開
催
の
際
は
、
宮
崎
の
み
な
さ

ん
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

●

第
19
回
ア
ジ
サ
イ
祭

当
協
会
員
の
甲
斐
素
純
氏
が
宮
司
を

つ
と
め
る
宝
八
幡
の
主
催
で
、
当
協
会

顧
問
の
谷
川
彰
啓
氏
が
選
者
で
す
。

ア
ジ
サ
イ
を
テ
ー
マ
に
し
た
俳
句
を

募
集
。
ハ
ガ
キ
に
三
句
。
（
何
枚
で
も
）

送
り
先
は
〒
８
７
９
・
４
６
３
２

玖
珠
郡
九
重
町
松
本

宝
八
幡
宛

※
投
句
料
は
無
料
で
す

横
山
康
夫
氏
（
中
津
市
）
ら

俳
句
誌
「
周
」
を
創
刊

こ
れ
ま
で
の

中
津
句
会
「
円

錐
」
を
終
了
し
、

周
を
立
ち
上
げ

た
。
５
月
創
刊
。

小
さ
な
会
誌
で
は
あ
る
が
、拠
り
所
と
し
て

の
存
在
に
な
れ
た
ら
嬉
し
い
（横
山
）

横
山
氏
ら
三
人
が
編
集
委
員
。
照
会
は

中
津
市
山
国
町
守
実
２
２
８
７
の
９
横
山

氏
ま
で
。
０
９
７
９
（
62
）
３
１
２
４

大
神
愛
子
氏
（
豊
後
大
野
）

句
集
と
エ
ッ
セ
ー
集
を
出
版

昨
年
6
月
、

平
成
の
最
後
と
、

自
分
が
母
の
年

を
越
え
た
こ
と

を
記
念
し
て
、

大
分
合
同
新
聞

へ
投
稿
し
て
い

た
俳
句
と
エ
ッ

セ
ー
13
年
分
を

を
ま
と
め
て
、
同
時
出
版
し
た
。

薫
風
が
井
戸
端
会
議
吹
き
の
こ
す

亡
き
姉
の
ホ
タ
ル
に
な
り
し
別
れ
か
な

甘
酒
を
作
る
心
の
出
来
具
合

爪
痕
を
山
河
に
残
し
夏
が
ゆ
く

（
編
集
部
抄
出
）
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河
野
輝
暉
顧
問
に
感
謝
状

河野輝暉、則子ご夫妻（ご自宅にて）

谷川彰啓顧問による万歳三唱



大
好
き
だ
っ
た
母
、
四
才
上
の
姉
も
他

界
し
て
三
十
年
と
二
十
七
年
に
な
り
ま
す
。

私
が
、
五
十
五
才
の
時
、
主
人
は
六
十

二
才
で
肺
が
ん
で
他
界
し
ま
し
た
。

母
が
亡
く
な
っ
た
時
、
父
は
七
十
五
才

で
、
隠
居
部
屋
に
一
人
で
住
ん
で
い
ま
し

た
。
幸
い
徒
歩
三
分
の
と
こ
ろ
に
い
た
の

で
、
父
が
九
十
四
才
で
亡
く
な
る
ま
で
、

世
話
が
出
来
た
の
が
、
心
の
救
い
で
し
た
。

そ
の
父
も
他
界
し
て
十
二
年
の
歳
月
が

過
ぎ
ま
し
た
。
主
人
亡
き
後
、
四
才
と
ゼ

ロ
才
の
孫
娘
の
世
話
に
忙
し
い
日
々
が
過

ぎ
、
も
う
す
ぐ
還
暦
が
く
る
と
考
え
て
い

た
時
、
近
所
の
友
達
が
「
愛
子
ち
ゃ
ん
も

合
同
新
聞
の
文
芸
コ
ー
ナ
ー
に
投
句
し
た

ら
」
と
教
え
て
く
れ
た
の
で
す
。

一
月
に
初
め
て
の
投
句

還
暦
を
迎
え
し
春
が
足
元
に

を
ポ
ス
ト
に
い
れ
ま
し
た
。
二
ヶ
月
後

の
三
月
に
初
め
て
の
句
が
載
っ
て
、
私
の

名
前
を
見
つ
け
た
時
の
感
動
は
、
今
で
も

忘
れ
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
。
あ
れ
か
ら
今

年
で
十
四
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

文
芸
コ
ー
ナ
ー
の
河
野
輝
暉
先
生
と
は

お
会
い
し
た
事
も
な
い
で
す
が
、

河
野
先
生
の
お
さ
そ
い
で
、
県
の

現
代
俳
句
協
会
に
加
入
し
ま
し
た
。

私
は
車
の
運
転
も
出
来
ず
、
バ

ス
に
乗
る
と
す
ぐ
酔
う
し
、
当
時

二
人
の
孫
の
世
話
に
明
け
暮
れ
、

家
事
を
こ
な
す
の
が
精
一
杯
で
し

た
。
そ
れ
で
も
一
度
も
欠
か
す
事

な
く
文
芸
コ
ー
ナ
ー
の
投
句
は
今

に
至
っ
て
い
ま
す
。

県
の
現
代
俳
句
協
会
に
初
め
て

投
句
し
た
平
成
二
十
四
年
五
月
一

日
第
九
十
五
号
に
目
を
通
す
と
、

佐
藤
綾
子
先
生
が
、
特
選
で
選
ん
で
下
さ

り
評
の
言
葉
も
添
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
同
じ
句
で
宮
川
三
保
子
先
生

が
、
入
選
で
採
っ
て
下
さ
り
心
が
舞
い
上

が
る
程
で
し
た
。
そ
の
句
は
、

棚
田
に
は
幾
何
学
模
様
の
苗
植
え
し

で
し
た
。
県
協
会
の
行
事
に
は
参
加
す

る
事
も
出
来
ず
、
幼
稚
な
句
し
か
作
れ
ず
、

お
恥
ず
か
し
い
の
で
す
が
、
投
句
す
る
事

が
唯
一
の
生
き
甲
斐
で
す
。

十
三
年
前
右
ヒ
ザ
の
半
月
板
損
傷
で
人

工
関
節
の
手
術
を
し
て
、
今
は
左
ヒ
ザ
も

悪
く
て
、
遠
出
も
出
来
ず
に
申
し
訳
な
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。

県
協
会
に
入
会
し
た
お
か
げ
で
、
広
島

平
和
大
会
と
全
国
俳
句
大
会
の
案
内
状
も

い
た
だ
き
、
ど
ち
ら
も
投
句
を
し
て
い
ま

す
。
第
50
回
現
代
俳
句
全
国
大
会
で
は
最

高
賞
に
河
野
輝
暉
先
生
が
選
ば
れ
て
い
ま

し
た
。
「
雑
煮
食
う
も
骨
を
ひ
ろ
う
も
箸

の
国
」
な
る
ほ
ど
す
ご
～
い
と
感
動
し
ま

し
た
。
母
、
姉
、
主
人
の
お
骨
を
拾
う
光

景
が
、
目
に
焼
き
つ
い
て
い
ま
す
。

そ
し
て
正
月
に
雑
煮
を
食
う
も
箸
の
国
、

日
本
人
の
心
が
そ
の
ま
ま
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
県
の
協
会
と
、
合
同
新
聞
の
文
芸

コ
ー
ナ
ー
に
投
句
し
て
、
河
野
先
生
が
辞

め
ら
れ
た
後
、
谷
川
彰
啓
先
生
に
も
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
谷
川
先
生
に
も
お

会
い
し
た
事
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
素

人
の
私
が
、
趣
味
で
始
め
た
自
己
流
俳
句

に
目
を
通
し
て
い
た
だ
く
事
だ
け
で
も
光

栄
な
事
で
す
。
ま
し
て
や
自
分
の
名
前
を

見
つ
け
た
時
は
、
ま
た
が
ん
ば
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

最
近
私
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
ま
で

の
三
百
七
句
を
収
録
し
た
、
念
願
の
句
集

を
出
版
し
ま
し
た
。
こ
の
句
集
が
で
き
た

の
は
、
い
つ
も
励
ま
し
て
下
さ
る
知
人
、

恩
師

た
く
さ
ん
の
方
々
の
「
愛
子
ち
ゃ

ん
出
て
い
た
ね
、
見
て
い
る
よ
、
ま
た
が

ん
ば
っ
て
出
し
て
ね
」
の
有
り
難
い
励
ま

し
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

会
長
の
有
村
先
生
、
事
務
局
の
足
立
さ

ん
に
も
、
近
く
に
住
ん
で
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
お
会
い
す
る
事
も
出
来
ず
、
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

琲
句
を
通
し
て
思
う
事
は
、
俳
句
は
私

の
心
の
鏡
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
十
七
文

字
に
そ
の
時
々
の
私
の
心
が
込
め
ら
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

私
は
三
月
で
七
十
三
才
に
な
り
、
母
の

年
令
を
越
し
ま
し
た
。
心
の
中
で
は
亡
き

人
も
い
っ
し
ょ
に
年
を
重
ね
て
い
ま
す
。

私
が
出
来
る
間
は
、
事
務
局
の
足
立
さ
ん

に
は
お
世
話
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
頑
張
っ

て
俳
句
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ウ
グ
イ
ス
の
鳴
き
声
真
似
て
平
和
な
り
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「
私
と
俳
句
」

大
神

愛
子

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ

連
載

③



《
新
会
員
紹
介
》

佐
々
木

玉
（
別
府
）

金
縷
梅
の
花
引
力
に
操
ら
る

岡
野

成
美
（
国
東
）

潮
風
を
引
い
て
切
り
干
し
息
を
す
る

大
村

和
代
（
国
東
）

耳
元
に
鈴
の
音
一
つ
秋
の
暮

福
田

英
子
（
国
東
）

玉
葱
や
専
業
主
婦
に
ま
る
を
す
る

岸
本
千
鶴
子
（
国
東
）

立
話
終
わ
ら
ぬ
大
根
畑
か
な

秋
国

則
子
（
国
東
）

北
風
を
小
脇
に
か
か
え
両
子
路
へ

高
木

礼
子
（
国
東
）

バ
ロ
ッ
ク
の
通
奏
低
音
春
の
月

立
麻

琴
路
（
国
東
）

影
に
さ
え
躓
き
が
ち
や
老
の
冬

井
上

政
人
（
国
東
）

葉
桜
や
い
ま
だ
昭
和
を
歩
い
て
る

堤

留
美
（
国
東
）

せ
か
せ
か
と
総
仕
上
げ
す
る
蝉
時
雨

早
澤
ま
り
子
（
大
分
）

母
の
忌
の
は
は
の
愛
し
た
石
蕗
の
花

大
森

浩
司
（
国
東
）
再
入
会

母
の
味
妻
に
継
が
れ
て
大
根
干
す

嶋
末

洋
子
（
大
分
）

青
海
苔
を
探
し
て
ナ
ビ
の
知
ら
ぬ
町

《
逝
去
謹
悼
》

角
倉

洋
子

氏

2
月
14
日
ご
逝
去
（
享
年
91
歳
）

原

け
い
こ

氏

令
和
元
年
11
月
1
日
ご
逝
去
（
享
年
89
歳
）

《
退
会
》

春
藤
冨
士
子

氏

（
2
月
20
日
）

《
発
展
基
金
寄
付
※
感
謝
し
ま
す
》

灘
波

瑞
枝

氏

二
口

（
一
口
千
円
で
す
。
受
付
中
）

第
２
回
雑
詠
句
会
作
品
募
集

◇
当
季
雑
詠
３
句
を
、
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
等
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

◇
締
切
は
6
月
20
日
（
土
）
消
印
有
効

◇
宛
先
は
事
務
局
ま
で

◇
同
封
の
第
１
回
雑
詠
句
会
の
選
句
用
紙

を
使
っ
て
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

令
和
二
年
五
月
二
五
日
発
行

会
報
第
百
十
九
号

発
行
人
・
有
村

王
志

発
行
所
・
大
分
県
現
代
俳
句
協
会

編
集
人
・
足
立

攝

16

大分県現代俳句協会
OITA-KEN GENDAI HAIKU ASSOCIATION

〒879-7151 大分県豊後大野市三重町西泉436

会長 有 村 王 志

《事務局》

足立 攝 方

TEL.＆FAX. 0974-22-3749 郵便振替 01900-5-57481

URL:http://gendaihaiku.net

E-Mail: info@gendaihaiku.net

津
留
句
会
の
誕
生
は
つ
い
先
日
の

四
月
十
八
日
、
で
き
た
て
ほ
や
ほ
や

の
句
会
で
す
。
か
ね
て
県
現
俳
協
の

足
立
攝
幹
事
長
か
ら
「
句
会
を
作
り

ま
せ
ん
か
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
地
元
で
俳
句
の
好
き
な
友

人
に
呼
び
か
け
て

五
人
で
結
成
し
、

五
月
に
は
二
人
増

え
て
、
現
在
は
七

人
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
初
心
者
が

多
く
講
師
は
足
立

攝
さ
ん
に
お
願
い

し
、
俳
句
の
基
本

か
ら
学
ん
で
い
ま

す
。
毎
月
の
例
会

は
第
四
土
曜
日
、

午
後
一
時
半
か
ら

四
時
ま
で
。
そ
の

週
の
月
曜
日
に
一
人
三
句
を
提
出
。

次
の
句
会
ま
で
に
印
刷
物
に
し
て
、

当
日
の
勉
強
会
で
意
見
を
交
わ
し
ま

す
。
俳
句
が
添
削
さ
れ
生
き
生
き
と

よ
み
が
え
る
と
感
嘆
の
声
が
上
が
っ

た
り
「
そ
れ
は
私
の
意
図
し
た
の
と

は
違
う
」
「
い
え
、
そ
の
意
図
が
間

違
っ
て
い
ま
す
。
も
の
を
説
明
し
た

ら
だ
め
」
な
ど
と
、
賑
や
か
に
そ
し

て
シ
ビ
ア
に
意
見
交
換
を
し
ま
す
。

会
場
は
、
今
は
コ
ロ

ナ
の
関
係
で
公
民
館
が

使
え
ず
、
今
津
留
の
喫

茶
「
タ
ピ
エ
ス
」
で
五

百
円
の
珈
琲
が
会
場
費

を
兼
ね
て
い
ま
す
。

「
俳
句
に
慣
れ
て
き

た
ら
、
吟
行
に
も
行
き

ま
し
ょ
う
」
と
い
う
提

案
が
で
た
ら
、
わ
ー
っ

と
歓
声
が
起
こ
り
ま
し

た
。
俳
句
は
楽
し
い
ね

と
み
ん
な
わ
く
わ
く
し

て
い
ま
す
。

句
会
探
訪
⑦

大
分
市

津
留
句
会


